
 

 

 

 

 

 

 

 

 兵庫教育大学大学院勝見健史教授をお招きして標記の研修会を開催しました。コミュニケー

ションワーキング部会で作成していただいた「めざすコミュニケーション能力と活動例一覧」

を自校の研究にどう関連付けるかを探る時間となりました。勝見教授からは「関係づける思

考」「つまずいたり、停滞したり、混沌としたりする場面でコミュニケーション力を発揮する

こと」「対話が活動にならないために異質性を生かすこ

と」「『ズレ』について思考の仕方や関係づけ方を教師が

示すこと」等をご示唆いただきました。   

講義の後は個人ワークタイムを取り、参加者は自校の

研究とコミュニケーション能力の４つの視点の関連につ

いて、考えました。そしてペアワークで他校の先生と、

対話を重ねました。コミュニケーション能力を「学習や

生活の土台」「学習や生活の基盤となる能力」ととらえ、

『各校の研究と関連付けた取組』『豊岡ならではの取組』を全ての学校で進めていきます。 

 

 

  

 

  

 日高西中学校１年生で演出家・田野邦彦氏

による授業が公開されました。田野先生から

は次のような助言をいただきました。 

◆ペアでの対話の困難さを、別の環境でどう 

変わっていくかを見取ること。介入せず観 

察に徹する。ペアの表情と距離感で見る。 

◆アイデアには関与しない。良い失敗体験を

させるため。ピンチを協働で克服させる。 

◆コミュニケーション教育ではプロセスで起 

きていることを見取ることが大事。自分事 

としているか？夢中になれているか？ 

 これらの指導のポイントを生かしながら、

子どもたちのコミュニケーション能力が育成

されています。 

     

 １年生ではジェスチャーゲームで、表し

たいことを演じ、友達に当ててもらいま

す。注目を浴びて演じ、当ててもらうと大

喜びする姿が印象的でした。 

２～３年生ではシーン創作を行います。

何をどう表すかグループで次々とアイデア

を出し、動いてみてはまた話し合い、ひと

つの表現を創り上げます。子どもが考えを

出し合い、受け入れ、協働して創り、納得

のいくものに仕上げていく姿が見られまし

た。 

こうした「プロセス」の中で非認知能力

（やり抜く力・自制心・協働性）が発揮・

育成されていきます。検証チームととも

に、子どもたちの成長を追っていきます。 
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演劇的手法を取り入れた授業 

～オリジナル短歌と演劇づくり～ 

非認知能力向上事業（２年目） 

やり抜く力・自制心・協働性を子どもたちに 

どちらも「豊岡ならでは」

の取組です 


